
    

  

 
危機意識をもとう 

 

校長 山内 清一 

６月から始まった令和２年度も３月を迎えました。新型コロナウィルス感染防止に努め

ながらの学校生活でしたが、生徒の皆さんは、授業や行事など「できること・やるべきこ

と」に真摯に取り組んでくれました。また、これまでとは異なる状況下でもより有意義に

日々を過ごすために主体的に物事を考え行動する生徒の姿も多く見受けられました。こう

した中で、本校の校訓である「自主・自律」を強く感じた１年であったように感じます。 

さて、東日本大震災が発生して１０年になります。以前「神明中だより」で触れました

が、３月１１日のあの時間、私はふるさとである青森に帰らなければならない用事があり、

新幹線に乗っていました。仙台駅を発車して間もなく、トンネルを通過しているときに地

震が発生し、トンネルの中で真っ暗な新幹線に閉じ込められました。余震があり、家族と

の連絡も取れず生きた心地がしませんでした。忘れることのできない、忘れてはならない

日です。 

先月、１０年前の余震と言われている地震が発生しました。東京でも大きな揺れを感じ、

危機感をもった方も多かったと思います。地震の発生そのものを食い止めることはできま

せんが、被害を最小限にする努力を続けることは大切です。東日本大震災は、その時の私

たちのあるべき姿や取るべき行動を教えてくれています。日頃から一人一人が危機意識を

もって生活していきたいものです。 
 

令和２年度 東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査結果 
 

 

 

神明中だより 
令和３年３月８日 

         ３月号 

杉並区立神明中学校 
杉並区南荻窪２－３７－２８ 

http://www.suginami‐school.ed.jp/shinmeichu/ 
教育目標 創造・鍛錬・共生   校訓 自主・自律 



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Tスコアは区市町村、東京都、全国それぞれの平均を５０とした時の本校の偏差値で、青色は「本校が上回っている」、赤色は「本校が下
回っている」、黒は「同じである」ことを表します。「同じである」は、偏差値の少数第１位を四捨五入して５０になる場合です。
※東京都、区市町村、学校の平均は令和元年８月２日現在


